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外国語 を話 す こ とは 日本人 に とって大 変むずか しい。 単語 に外 国語 との関連 性がない こ

と,構 文 や発音 の相違 か ら考えて もそ うであ る し,更 に 民族 性か ら来 る思 想の違 い等 も大

きい。 ドイ ッ語 も この例 に もれ ない。然 し注意 すべ き要点 を把 握すれ ば或程度 これ を克 服

す るこ とがで きる。 その一 つに発音 が ある。

ラテ ン語の よ うな死語 と異 って,現 在 その言葉 が話 され て いる限 り,あ ま り変 な感 じを

与 え る発音 を していては,或 種 の許 容の気持 を相 手に抱か せて付 き合 うことにな る。 又一

方 自分 自身 はいつ も コ ソプ レックスを払 い落 とす ことが で きな い。文 章を読 む時文 字に つ

れ て,そ れ を発 音す る 口や 舌の動 きも無意識 の 中に味 わ ってい る。

一 番 目立 つのはnと4の 発音 で ある
。nは か な文 字の ンに大 体相当す る と誰 しも内心 感

じてい る。 ところ でこの ンは,尊 王,反 応,観 音様 の よ うに尊,反,観 のnが 次の 母音 と

結合 して ナ行 の発音 にな る時が あ る。一方 では満 員,原 因,半 音 の よ うに リエ ゾソしない

で,あ たか もフ ラソス語のunやen等 の よ うに舌 面が上 あ ごにふれ ず に,音 が鼻 へ抜け

る場合 が あ って,こ の よ うに使 い 分け を してい る。 これを逆 に ドイ ツ人 に言 わせ ると,マ

ソニソ(満 員),ゲ ソニ ソ(原 因),ハ ンノ ソ(半 音)に 近 い発音をす る。英語 もそ うであ

るが,ド イ ツ語のnは 必 らず舌 の 上面 が上 あ ごにつ く。 電話 等で 念 を押 した り,又 は,

は っき り言お うとす る と,特 に 語尾 のnを 長 くひ びか せ るので よ く分 る。例 えぽJa,ich-

werdekommenn,と 舌 の上面 を上 あ ごにつけた ま まメ ン ン,と 長 くひ っぱ る。

sの 前のnに は 特に気 をつけ ない とnの 正 しい 発音 を しな いで終 り,舌 足 らずの ドイ ツ

語 に 聞え る。例 えぽgans,Fensterは,ガ ソス,フ ェンス ターでは な くて,ガ ンツ,フ

ェソツタ,_...に近 く聞え る。英 語 で も同様 で,プ リンス,プ リソセス,ダ ンスで はな くて,

プ リソツ,プ リソツ ェス,ダ ンツに近 く発音 され る。nの 発音 で は舌の上面 は 上 あ ごにつ

い てい るの で,次 に来 るsは 純 粋 にsの 発音 が で きず,ツ に近 い音 にな るのは 当然 な こ と

で ある。

f,h,j,k,q,r,v,w,ch,schの 前 のnも 同様で,こ れ らの 子音を 発音す る 為 に

は,nを 発音 してい る舌の上 面を一た ん上 あ ごか ら離 さね ばな らない。 この離 す時 の音 が

軽 くヌと聞 える。 この他d,n,t,z以 外 の子音 の前 のnも 同様 の 影響 を 与 えて いるので

あ るが,ひ ど く目立つ程 ではな い。 学習す る時 には逆 に,ガ ソツ,フ ェ ソッター,ヴ ェ レ

ソヌ ラウシ ェソ(Wellenrauschen),マ ソチ ェ(manche),メ ソチ ェン(menschen),

カイ ソヌ ホ ー フ(keinHof),ア イ ンヌ ヤパ ーナ ー(einJapaner)等 と読 ませる。す

る と ドイ ッ語 ら し く聞 える。 これ とは逆 に ドイ ッ人 は電車を デ ンチ ャ,今 晩 わ を コソヌ

バ ソヌワ,ゲ ンヌ リ(原 理),オ ンッ ェン(温 泉)に 近 く発音す る。

4に つ いて は,4そ の ものの発音が 中 々掴み に くい ので ある。然 し私 は大変便 利な方法

を見 つけた よ うに思 う。 それ はdの 発 音 の ままで,例}ぽ ダの発 音の形 の ままで ラ,デ ィ

の まま で りとい うよ うに発音す る。そ うす ると大 変楽に4a,4i,4u,4e,40が 発音 され
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る。 日本語 の ラ リル レロが 舌先の裏側 を上 あ ごにふれ させて発音 す るのに比べて,4a,6i,

4u,4e,40は 舌 先の上面を 上 あ ごに ふれ さぜ るので ある。alles,Bild,falls等 で4の

発 音が正 しいか ど うか が よ く分 る。 英語 の4と ドイ ツ語 の4は 少 し違 う等 とい うよ うな こ

とは,こ の基本 的な舌 先の上面 を上 あ ごにふれ させ る ことが で きてか らの ことであ る。 そ

れ よ りも大切 な ことは,実 は4の 発音 に は二 つ ある こ とであ る。今一 つ の発音 を会得す る

に は先ず4a,4i,4u,4e,40が で きてか らであ る。例 えぽBildのBiの イは舌 の両側

を上 あ ごの両側 に接 し舌 先 を離 した ままで発音 す る。 次 に4に 切 りか え るには離れ てい る

舌先 の上 面を上 あ ごにつ け,上 あ ごに接 してい る舌 の両 側を離 さねば ならない。 この離す

時の音 が今一 つの4の 発音 で ある。 この よ うな4の 発音 をせ ざるを 得 ないの はeとiの あ

とであ る ことはbald,Bild,Bulle,Welt,Wolf等 と試 してみれ ばす ぐに分 る。

4の 次 に来 る音 もnの あ とと同様 な影響 を受 け る。 それ は 上記 の舌先 の上 面 の動 きを考

えれ ば,当 然 の こ とであ る。即 ち,als,welche,falsch等 は アル ツ,ヴ ェルチ ェ,フ ァ

ルチ ュに近 く発 音す る。 この発音が で きて いない と,ワ タ クチ ハ ナ ーニモ ワカイ マチ

ェン(私 はなんに も分 りません)と い うよ うな 感 じを与 え る。

4とrの 発音 を し分けた り聞 き分 け るこ とは 日本人 に は苦 手 であ る。LadenをRaden,

LondonをRondon等 と平 気で発音 して いる こ とか ら もよ く分 る。 そ こへ更 に英語 のr,

日本語 の ラ行が入 って混乱 す る。子 供が 片言を 言いは じめた とき,上 記 の どの子音を 先に

容易 に発 音す るだろ うか と観察 した。 ど うもrで も 日本 語の ラ行で もな く,eが 最初 の音

の よ うであ る。 そ して 親 達の話す のを 聞 き乍 ら,だ んだ んに 日本語 の ラ行やrに 変化 す る

よ うであ る。赤 ち ゃんには ダダ ダの音 は 出 し易 い よ うであ る。 とす れぽ これ に近 い6a・

4a,4aが 発音 し易 い ことも想 像で きる。1,2才 の抱 っこ してい る幼 児 にHalloと いわ

せ る と 日本 の 子供 も大 変 きれ にに発音す る。 その時,今 に この6が 子供 の生 長 と共 に次 第

思 ラ行 に お き替 って4の 発音 が忘れ られ てゆ くので あろ うと思 う。 ドイ ツ語のrは,フ ラ

ソス語 もそ うで あ るが,中hで きない。 ところが子供 は始 か らで きるので ある。 特 に教え

られ な くて も発 音 してい る。Backe,backeKuchen,derBackerhatgerufen!と い う

わ らべ歌 を うた う子供 のgerufenの 発 音は 美 しい。 南 ドイ ツで はrを 巻舌の 発音 にす る

地方 もあ るの で,標 準 のrの 発 音 をで きな くて も,ど うにか 間に会わせ る ことはで ぎる。

然 しけん よ う垂 をふ るわせて 出すrを 発音 しない と,wird,wirklich,geworden等,ド

イ ツ語 ら しい味は大 分落 ちる。 この点 では フ ランス語 も同様 でrの 発 音 ので きて いない フ

ランス語 は聞 き苦 しい。

擁 音や重 子音 の発音 も気をつ け る必要 があ る。 本来 ドイ ツ語には 日本 語 程のは っき りし

た揆音 は な い。 持 って 来て下 さい,行 って来 ま した等を ドイ ツ人 に いわ せ る と,モ テキ

テ下 サイ,イ テキ マ シタ となる ことに よって逆 に知 るこ とが で きる。Mutter,Jacke,

Butter,Schritt等 を ム ッター,ヤ ッケ,ブ ヅター,シ ュ リッ トとい うよ うな発 音 に しな

い で,む しろム ター,ヤ ケ,ブ ター,シ ュ リ トに近 く言 うと ドイ ッ語 ら し くなる。重子 音

の 〃,mm,nnは これ とは反 対 で無視 してはいけ ない。Wellen,kommen,kennenを

ヴ ェ レソ,コ メ ン,ケ ネ ン等 と読 んで,ド イ ツ語 に馴れ た ムー ドを 出そ うとす るのは 失敗

であ る。 これ は あ くまで,ヴ ェル レン,コ ソメ ン,ヶ ンネ ソ の方 に近 いの であ る。 若 し

もヴ ェ レソ,コ メ ン,ヶ ネ ンと ドイ ツ人 が言 ってい る よ うに聞 えた時 は4やm,nを 余

韻 の中で重 ねて いるの であ る。nを 軽 くヌと発音 した よ うに,余 韻を聞 きとるこ とが で き

る。
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ドイ ッ語 の1],6等 も馴れな い音 で出 しに くいが,こ れ らの発音,又 その他の文字 の発

音 は学 習の時注意 が払わ れてい るの で ここでは く り返す 必要 はない。地方 に よって 廿を イ

ーに,6を エ ーに発音 す るな ま りはあ るが,上 記 の子音 の発音 は どんな人に も,ど んな地

方 において も為 され ている。それ故 に,却 って分 りきってい るよ うな これ らの子音の発音

を正 し くしない と,ド イ ッ語は聞 き苦 し くな る。
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